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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪分解能を有するリューコノストック・ホルザプフェリイ（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ
　ｈｏｌｚａｐｆｅｌｉｉ）、リューコノストック・メセンテロイデス（Ｌｅｕｃｏｎｏ
ｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎｔｅｒｏｉｄｅｓ）、及びラクトバチルス・サケイ（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｓａｋｅｉ）からなる群から選択された少なくとも１種の菌株を含み、
経口の形態で投与される、脱毛症防止または発毛促進用の組成物。
【請求項２】
　前記菌株がリューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（Ｌｅｕｃｏ
ｎｏｓｔｏｃ　ｈｏｌｚａｐｆｅｌｉｉ　ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の菌株、リューコノス
トック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎ
ｔｅｒｏｉｄｅｓＣｅｂ－ｋｃ－００１：ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株、またはラクト
バチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓａｋｅｉ：Ｋ
ＣＣＭ１１８４１Ｐ）の菌株であることを特徴とする、請求項１に記載の脱毛症防止また
は発毛促進用の組成物。
【請求項３】
　前記脂肪分解能を有する菌株が１日約０．０００１ｍｇ／ｋｇ～約１０ｇ／ｋｇの量で
投与されることを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物が医薬組成物または食品組成物であることを特徴とする、請求項１ないし３
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のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　５×１０４～５×１０８ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能を有する菌株が、一回当たり３０ｍ
ｌ～１００ｍｌ、１日１回～４回投与されることを特徴とする、請求項１ないし４のいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記リューコノストック・ホルザプフェリイ（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｈｏｌｚａｐ
ｆｅｌｉｉ）がさらに性機能改善効果を有することを特徴とする、請求項１ないし５のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物がさらにコレステロール低下能を有する菌株であるラクトバチルス・ファー
メンタム（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｅｒｍｅｎｔｕｍ）を含むことを特徴とする
、請求項１ないし６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記ラクトバチルス・ファーメンタム（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｅｒｍｅｎｔ
ｕｍ）がＬａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｅｒｍｅｎｔｕｍ　Ｃｅｂ－ｃｈ－００２（Ｋ
ＣＣＭ１１９１０Ｐ）であることを特徴とする、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物が薬剤学的にまたは食品学的に許容される担体をさらに含むことを特徴とす
る、請求項１ないし８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記脂肪分解能を有する菌株が組成物の重量の０．０５～８０重量％で含まれることを
特徴とする、請求項１ないし９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物がコレステロール低下能を有する菌株を組成物の重量の０．０５～５０重量
％で含むことを特徴とする、請求項７又は８に記載の組成物。
【請求項１２】
　脱毛症防止、発毛促進、及び脂肪分解の少なくとも１つのためのリューコノストック・
メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株、その培養物、
その濃縮物またはその乾燥物。
【請求項１３】
　脱毛症防止、発毛促進、及び脂肪分解の少なくとも１つのためのラクトバチルス・サケ
イＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）の菌株、その培養物、その濃縮物また
はその乾燥物。
【請求項１４】
　脂肪分解能を有するリューコノストック・ホルザプフェリイ（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ
　ｈｏｌｚａｐｆｅｌｉｉ）、リューコノストック・メセンテロイデス（Ｌｅｕｃｏｎｏ
ｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎｔｅｒｏｉｄｅｓ）、及びラクトバチルス・サケイ（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｓａｋｅｉ）からなる群から選択された少なくとも１種の菌株、その培
養物、その濃縮物、またはその乾燥物を製造し、前記菌株、その培養物、その濃縮物、ま
たはその乾燥物に薬剤学的にまたは食品学的に許容される担体を適用して、経口の形態で
投与される脱毛症防止または発毛促進用の組成物を製造することを含む、脱毛症防止また
は発毛促進用の組成物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脂肪分解能を有する菌株を含む、脱毛症防止または発毛促進用の組成物に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　現代社会における脱毛症患者は急激に増加しており、脱毛症対策が必要な対象者の６割
が２０～３０代と、脱毛症になる年齢層が低くなりつつある。韓国では、脱毛症に苦しむ
患者数が約一千万人に達すると推定され、それによる社会経済的な問題が台頭し、深刻度
を増している。
【０００３】
　脱毛症の症状が重くなればなるほどうつ病や不安になりやすく、ストレスを知覚しやす
く、人間関係や異性とのお付き合いを苦手に思いやすく、家庭円満ではないことが多いと
報告されており、保健学分野から注目されている。
【０００４】
　脱毛症の原因は未だ解明されていないが、症状を引き起こす可能性があるものとして、
遺伝的要因、ホルモン異常、免疫学的異常などによる原因が報告されている。
【０００５】
　現在、脱毛症治療剤として、米国のＦｏｏｄ　ａｎｄ　Ｄｒｕｇ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒ
ａｔｉｏｎ（ＦＤＡ）の承認を取得した経皮塗布用ミノキシジル（Ｍｉｎｏｘｉｄｉｌ）
と経口投与用のＦｉｎａｓｔｅｒｉｄｅが多く使用されているが、心血管系障害、皮膚刺
激、性機能低下および奇形児のリスクなど副作用を伴うという限界がある。
【０００６】
　一方、先行研究で生薬製剤を用いた脱毛症改善の効果について報告されているが、その
結果は不十分なものである。最近、植物抽出物と何首烏（カシュウ）など漢方材料を熱水
抽出して、Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ属の乳酸菌で発酵させたものを利用した発毛促進
の研究が始まり、それらの特許に関する報告もあるが、そのほとんどは実験マウスによる
研究結果であり、実際、脱毛症の人や脱毛症が進行している人を対象にした研究は皆無で
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】韓国公開特許第２００６－００９２６７６号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２００６－００３９６７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、脱毛症防止または発毛促進に効果的な組成物、またはキムチから分離した、
脂肪分解に効果的な、新規な菌株を提供しようとするものである。
　さらに、本発明は、副作用なく安全に使用できる、脱毛症防止または発毛促進用の組成
物を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、脂肪分解能を有する菌株を含む、脱毛症防止または発毛促進用の組
成物に関するものである。
【００１０】
　脂肪分解能を有する菌株はキムチから分離した乳酸菌であることができ、具体例として
は、Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ属またはＬａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ属の菌株が挙げられる
。より具体的には、Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｈｏｌｚａｐｆｅｌｉｉ、Ｌｅｕｃｏｎｏ
ｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎｔｅｒｏｉｄｅｓ、Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓａｋｅｉであ
り得る。さらなる具体例としては、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ
－００３（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｈｏｌｚａｐｆｅｌｉｉ　Ｃｅｂ－ｋｃ－００３：
ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の菌株、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－
００１（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎｔｅｒｏｉｄｅｓＣｅｂ－ｋｃ－００１：
ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株、またはラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓａｋｅｉ：ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）の菌株が挙げられる
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。
【００１１】
　リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３は、２０１６年４月１１
日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍ
ｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２街－ギル１２０－８６１）に受
託番号ＫＣＣＭ１１８３０Ｐとして寄託されており、前記菌株は脱毛症防止、発毛促進、
性機能改善、コレステロール低下、および／または脂肪分解に効果的である。
【００１２】
　リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１は、２０１６年４月６日
、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉ
ｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２街－ギル１２０－８６１）に受託
番号ＫＣＣＭ１１８２７Ｐとして寄託されており、前記菌株は脱毛症防止、発毛促進、性
機能改善、コレステロール低下、および／または脂肪分解に効果的である。
【００１３】
　ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２は、２０１６年６月１日、韓国微生物保
存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａ
ｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２街－ギル１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１
１８４１Ｐとして寄託されており、前記菌株は脱毛症防止、発毛促進、性機能改善、コレ
ステロール低下、および／または脂肪分解に効果的である。
【００１４】
　脂肪分解能を有する菌株は、菌株それ自体で使用されるか、その培養物、その濃縮物、
またはその乾燥物の形で使用され得る。したがって、前記組成物は、脂肪分解能を有する
菌株、その培養物、その濃縮物、またはその乾燥物を含むことができる。
【００１５】
　脂肪分解能を有する菌株は、通常の菌株の培養方法により培養することができる。培地
としては、天然培地または合成培地を使用することができる。培地の炭素源としては、例
えば、グルコース、スクロース、デキストリン、グリセロール、でん粉などを使用するこ
とができ、窒素源としては、ペプトン、肉抽出物、酵母抽出物、乾燥酵母、大豆、アンモ
ニウム塩、ナイトレート、およびその他の有機または無機窒素含有化合物を使用すること
ができるが、これらの成分に限定されるものではない。培地に含まれる無機塩としては、
マグネシウム、マンガン、カルシウム、鉄、カリウムなどを使用することができるが、こ
れらに限定されるものではない。前記炭素源、窒素源、無機塩の成分に加えて、アミノ酸
、ビタミン、核酸、およびこれらに関連する化合物が培地に添加され得る。菌株の培養温
度の条件は、２０～４０℃の範囲内で１２時間～４日間培養することができる。一実施例
において、培養培地に黒豆、白何首烏、熟地黄、甘草、川▲きゅう▼（センキュウ）、杜
仲（トチュウ）、桂皮（ケイヒ）、当帰（トウキ）、石菖蒲（セキショウブ）、赤何首烏
、側柏葉（ソクハクヨウ）、生姜、柏子仁（ハクシジン）、茜草（アカネ）、升麻（ショ
ウマ）、蔓荊子（マンケイシ）などの生薬製剤、その抽出物、またはこれらの混合物を添
加して培養し、前記培養物を使用することにより、本発明における菌株の脱毛症防止、あ
るいは発毛促進の効果をより改善することができる。特に、培養培地に黒豆および／また
は白何首烏を添加することが好ましく、その添加量は、それぞれの培地重量を基準に０．
０１重量％～１０重量％、具体的には、０．０１重量％～５重量％程度が好ましい。
【００１６】
　脂肪分解能を有する菌株の培養物は、菌体を含む培養原液であり、または培養上澄み液
を除去あるいは濃縮した菌体であり得る。前記培養物の組成は、脂肪分解能を有する菌株
の培養に必要な成分だけではなく、前記菌株の生長に相乗的に作用する成分をさらに含む
ことができ、これらによる組成は、当業界の通常の技術を有する者によって容易に選択さ
れ得る。
【００１７】
　また、菌株の状態は、液状状態または乾燥状態であり、乾燥方法は風乾燥、自然乾燥、
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噴霧乾燥、および凍結乾燥が可能であるが、これらに限定されるものではない。
【００１８】
　前記組成物は、脱毛症防止または発毛促進に効果的であり、さらに性機能改善または脂
肪分解効果がある。前記組成物は、食品組成物または医薬組成物であり、食品組成物の一
態様において、食品、健康食品、健康補助食品、または健康機能性食品組成物であり得る
。医薬組成物の一態様では、医薬外品または医薬的製剤であり得る。
【００１９】
　一実施例において前記組成物は、黒豆、白何首烏、熟地黄、甘草、川▲きゅう▼（セン
キュウ）、杜仲（トチュウ）、桂皮（ケイヒ）、当帰（トウキ）、石菖蒲（セキショウブ
）、赤何首烏、側柏葉（ソクハクヨウ）、エゾウコギ、松葉、松花、蕎麦、知母、生姜、
柏子仁（ハクシジン）、茜草（アカネ）、升麻（ショウマ）、蔓荊子（マンケイシ）など
の生薬製剤、その抽出物、またはそれらの混合物などの脱毛症防止または発毛促進に効果
的な生薬成分；またはミノキシジルやｆｉｎａｓｔｅｒｉｄｅなどの医薬成分をさらに含
むことができる。
【００２０】
　本発明における他の態様は、脂肪分解能を有する菌株およびコレステロール低下能を有
する菌株を含む、脱毛症防止または発毛促進用組成物に関するものである。前記コレステ
ロール低下能を有する菌株はチョングッチャン（納豆のような韓国の伝統発酵食品）に由
来したものであり得る。具体的には、Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ属、Ｌａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ属、Ｌａｃｔｏｃｏｃｃｕｓ属、Ｐｒｏｐｉｏｎｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ属、Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｕｃｃｕｓ属、Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ属などであり、より具体的
には、Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｅｒｍｅｎｔｕｍ、Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｒｅｕｓｚｅｒｉ、Ｅｎｔｅｒｏｃｕｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍなどであり得る。具体
例では、Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｓｚｅｒｉ　Ｃｅｂ－ｃｈ－００３（ＫＣ
ＣＭ１１９１１Ｐ）、Ｅｎｔｅｒｏｃｕｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ　Ｃｅｂ－ｃｈ－００
１（ＫＣＣＭ１１９０９Ｐ）、Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｅｒｍｅｎｔｕｍ　Ｃｅ
ｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）を、本明細書に開示された脂肪分解能を有す
る菌株と共に使用することができる。
【００２１】
　ブレビバチルス・リュゼリＣｅｂ－ｃｈ－００３は、チョングッチャンから分離した菌
株であり、２０１６年１０月７日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕ
ｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２
街－ギル１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１９１１Ｐとして寄託されており、前記
菌株は性機能改善、コレステロールの低下に効果的である。
【００２２】
　エンテロコッカス・フェシウムＣｅｂ－ｃｈ－００１は、チョングッチャンから分離し
た菌株であり、２０１６年１０月７日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌ
ｔｕｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済
－２街－ギル１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１９０９Ｐとして寄託されており、
前記菌株は性機能改善、コレステロールの低下に効果的である。
【００２３】
　ラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２は、チョングッチャンから分離
した菌株であり、２０１６年１０月７日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕ
ｌｔｕｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘
済－２街－ギル１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１９１０Ｐとして寄託されており
、前記菌株は性機能改善、コレステロールの低下に効果的である。
【００２４】
　コレステロール低下能を有する菌株を添加する場合、組成物は２．５×１０４～２．５
×１０１０ＣＦＵ／ｍｌのコレステロール低下能を有する菌株をさらに含み、好ましくは
５×１０５～５×１０８ＣＦＵ／ｍｌのコレステロール低下能を有する菌株を含む。コレ
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ステロール低下能を有する菌株は、組成物の重量の０．０５～５０重量％で含み得る。
【００２５】
　また、前記組成物は、コラーゲンをさらに含み得る。
【００２６】
　本発明の組成物は、５×１０４～５×１０１０ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能を有する菌株
を含み、好ましくは、１×１０６～１×１０９ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能を有する菌株を
含む。
【００２７】
　本発明の組成物は、薬学的あるいは食品学的に許容される担体をさらに含むことができ
、担体と共に製剤化されて、食品または医薬品として提供され得る。
【００２８】
　本発明における用語である「薬学的あるいは食品学的に許容される担体」は、生物体を
刺激せず、投与菌株の生物学的活性及び特性を阻害しない担体または希釈剤のことを指す
。
【００２９】
　前記組成物は、経口または非経口の様々な剤形で製剤化され得るが、好ましくは液状経
口溶液で剤形化され得る。
【００３０】
　液状溶液で製剤化される場合には、許容される薬剤学的あるいは食品学的な許容担体は
、滅菌および生体に適したものであり、食塩水、滅菌水、緩衝食塩水、アルブミン注射溶
液、デキストロース溶液、マルトデキストリン溶液、グリセロール、およびこれらの成分
のうち、一つ以上を混合して使用することができ、必要に応じて抗酸化剤、緩衝液、静菌
剤など、通常の他添加剤を添加することができる。また希釈剤、分散剤、界面活性剤、結
合剤、潤滑剤を付加的に添加して、水溶液、懸濁液、乳濁液などの液状剤形、丸薬、カプ
セル、顆粒または錠剤に製剤化することができる。また、組成物の品質低下を防止するた
めに、結着剤、乳化剤、保存剤などをさらに添加することができ、また、アミノ酸剤、ビ
タミン剤、酵素剤、香味剤、非タンパク質態窒素化合物、ケイ酸塩剤、緩衝剤、抽出剤、
オリゴ糖などをさらに含むことができる。液状形態で投与する場合の投与量は、５×１０
４～５×１０８ＣＦＵ／ｍｌの、好ましくは１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌの脂肪
分解能を有する菌株の量で、一回当たり３０ｍｌ～１００ｍｌを、１日１回～４回投与す
ることができる。一実施例において、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能
を有する菌株の量で、一回当たり５０ｍｌを、１日２回～４回投与することができる。よ
り具体的には、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能を有する菌株の量を一
回当たり５０ｍｌ～１００ｍｌを１日１回～２回投与することができる。さらに具体的に
は、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能を有する菌株を朝食３０分前に５
０ｍｌ～１００ｍｌを１回投与し、夕食３０分前または就寝前に５０ｍｌ～１００ｍｌを
１回投与することができる。コレステロール低下能を有する菌株をさらに含む場合、その
投与量は、２．５×１０４～２．５×１０８ＣＦＵ／ｍｌの、好ましくは５×１０５～５
×１０７ＣＦＵ／ｍｌのコレステロール低下能を有する菌株の量で、一回当たり１５ｍｌ
～５０ｍｌを１日１回～４回投与することができる。一実施例において、５×１０５～５
×１０７ＣＦＵ／ｍｌのコレステロール低下能を有する菌株の量で、一回当たり２５ｍｌ
～５０ｍｌを１日２回～４回投与することができる。より具体的には、５×１０５～５×
１０７　ＣＦＵ／ｍｌのコレステロール低下能を有する菌株の量を、一回当たり２５ｍｌ
～１００ｍｌを１日１回～２回投与することができる。さらに具体的には、５×１０５～
５×１０７ＣＦＵ／ｍｌの脂肪分解能を有する菌株を朝食３０分前に２０ｍｌ～１００ｍ
ｌを１回投与し、夕食３０分前または就寝前に２０ｍｌ～１００ｍｌを１回投与すること
ができる。コレステロール低下能を有する菌株の投与は、脂肪分解能を有する菌株と同時
に投与すること、順次投与すること、または投与サイクルと投与量を変えて投与すること
ができる。
【００３１】
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　本発明における脂肪分解能を有する菌株を含む経口投与用剤形は、例えば、錠剤、トロ
ーチ剤、ロゼンジ、水溶性または油性懸濁液、調剤粉末または顆粒、エマルジョン、ハー
ドまたはソフトカプセル、シロップまたはエリキシル剤などがある。錠剤やカプセルなど
の剤形で製剤化するためには、ラクトース、スクロース、ソルビトール、マンニトール、
でん粉、アミロペクチン、セルロースまたはゼラチンなどの結合剤、ジカルシウムホスフ
ェートなどの賦形剤、トウモロコシでん粉またはサツマイモでん粉などの崩壊剤、ステア
リン酸マグネシウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリルフマル酸ナトリウムまたはポ
リエチレングリコールワックスなどの潤滑剤を含むことができ、カプセル剤形の場合は前
記物質の他にも脂肪油などの液体担体をさらに含むことができる。
【００３２】
　前記組成物または前記脂肪分解能を有する菌株、または前記コレステロール低下能を有
する菌株の１日投与量は、各々の患者の体重、年齢、性別、健康状態、治療と予防、また
は改善しようとする主な症状、投与時間、投与方法、重症度に応じて異なるが、約０．０
００１ｍｇ／ｋｇ～約１０ｇ／ｋｇ、具体的には約０．０１ｍｇ／ｋｇ～約５００ｍｇ／
ｋｇであり、一日１回～６回、例えば、一日１回～４回投与、あるいは適用することがで
きる。
【００３３】
　前記組成物内における脂肪分解能を有する菌株は、液状または乾燥状態であり、液状形
態が好ましい。乾燥方法は、風乾燥、自然乾燥、噴霧乾燥、および凍結乾燥が可能である
が、これに限定されるものではない。本発明の脂肪分解能を有する菌株は、粉末形態で組
成物の重量の０．０５～８０重量％、例えば、０．１～７０重量％、０．１～５０重量％
、または１～３０重量％の量で混合され得る。コレステロール低下能を有する菌株は、粉
末形態で組成物の重量の０．０５～５０重量％、例えば、０．１～５０重量％、０．１～
４０重量％、または１～３０重量％の量で混合され得る。
【００３４】
　本発明のさらなる態様は、前記脂肪分解能を有する菌株を含む組成物を対象体に投与す
ることを含む、脱毛症防止または発毛促進方法に関するものである。前記態様において、
脂肪分解能を有する菌株を含む組成物の詳細は前述した内容と同様である。したがって、
重複記載を避けるために、これに関する記載を省略する。
【００３５】
　本発明のさらなる態様は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００
１の菌株またはラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２の菌株、その培養物、その
濃縮物またはその乾燥物に関するものである。前記菌株は、脂肪分解能を有する菌株であ
り、キムチから分離した乳酸菌である。前記菌株は脱毛症防止、発毛促進、性機能改善、
または脂肪分解に効果的である。
【００３６】
　本発明のさらなる態様は、脂肪分解能を有する菌株、その培養物、その濃縮物、または
その乾燥物を製造して、前記菌株、その培養物、その濃縮物、またはその乾燥物に薬剤学
的にまたは食品学的に許容される担体を適用することを含む、脱毛症防止または発毛促進
用の組成物の製造方法に関するものである。前記態様において、脂肪分解能を有する菌株
、その培養、担体などの詳細は前述した内容と同様である。したがって、重複記載を避け
るために、これに関する記載を省略する。
【００３７】
　本発明の一態様は、脂肪分解能を有する菌株またはその培養物、その濃縮液またはその
乾燥物を含む、性機能障害改善用の組成物に関するものである。前記性機能障害の改善は
、例えば、勃起不全の改善であり得る。または、本発明のさらなる態様は、脂肪分解能を
有する菌株またはその培養物、その濃縮液またはその乾燥物の治療的または予防的有効量
を性機能障害の予防または治療のために対象体に投与することを含む、性機能障害の予防
または治療方法に関するものである。前記治療的または予防的有効量は、前述した内容と
同様である。
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【発明の効果】
【００３８】
　本発明における脂肪分解能を有する菌株またはこれを含む組成物は、脱毛症防止、発毛
促進、または性機能の改善に効果的である。
【００３９】
　脂肪分解能を有する菌株またはこれを含む組成物は、副作用なく安全に脱毛症防止、発
毛促進、コレステロール低下または性機能改善に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】図１は、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣ
Ｍ１１８３０Ｐ）の菌株における他の乳酸菌株に対する脂肪分解効果を示すグラフである
。
【図２】図２は、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣ
Ｍ１１８３０Ｐ）の菌株における他の乳酸菌株に対するＮＯ生成濃度を示すグラフである
。
【図３】図３は、ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ
）の菌株における他の乳酸菌株に対する脂肪分解効果を示すグラフである。
【図４】図４は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣ
Ｍ１１８２７Ｐ）の菌株における他の乳酸菌株に対する脂肪分解効果を示すグラフである
。
【図５】図５は、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣ
Ｍ１１８３０Ｐ）の菌株を服用する前と後（約３．５ヶ月）の毛髪の比較写真である。
【図６】図６は、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣ
Ｍ１１８３０Ｐ）の菌株を服用する前と後（約２．５ヶ月と約３．５ヶ月）の毛髪の比較
写真である。
【図７】図７は、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣ
Ｍ１１８３０Ｐ）の菌株を服用する前と後（約１．７ヶ月）の毛髪の比較写真である。
【図８】図８は、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣ
Ｍ１１８３０Ｐ）の菌株を服用する前と後（約３ヶ月）の毛髪の比較写真である。
【図９】図９は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣ
Ｍ１１８２７Ｐ）の菌株を服用する前と後（約３ヶ月）の毛髪の艶、太さの変化、前髪の
生え際の毛髪の変化を示す写真である。
【図１０】図１０は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（Ｋ
ＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株を服用する前と後（約４５日）の毛髪の変化を示す写真であ
る。
【図１１】図１１は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（Ｋ
ＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株を服用する前と後（約１ヶ月）の毛髪の太さ、毛髪の力およ
び毛髪の色の変化を示す写真である。
【図１２】図１２は、ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４
１Ｐ）の菌株を服用する前と後（２７日後）の毛髪の変化を示す写真である。
【図１３】図１３は、ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４
１Ｐ）の菌株を服用する前と後（約２ヶ月）の毛髪の変化を示す写真である。
【図１４】図１４は、ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４
１Ｐ）の菌株を服用する前と後（約１．５ヶ月）の毛髪の変化を示す写真である。
【図１５】図１５は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（Ｋ
ＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（
ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株を共に服用する前と後（約２ヶ月）の毛髪の変化を示す写
真である。
【図１６】図１６は、リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（Ｋ
ＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（
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ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株を共に服用する前と後（約１．５ヶ月）の毛髪の変化を示
す写真である。
【図１７】図１７は、ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４
１Ｐ）の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９
１０Ｐ）の菌株を共に服用する前と後（約１．５ヶ月）の毛髪の変化を示す写真である。
【図１８】図１８は、ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４
１Ｐ）の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９
１０Ｐ）の菌株を共に服用する前と後（約３ヶ月）の毛髪の変化を示す写真である。
【図１９】図１９は、チョングッチャンから分離したラクトバチルス・ファーメンタムＣ
ｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株における他の乳酸菌株に対するコレ
ステロール除去能を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、実施例を挙げて本発明をより詳細に説明する。しかし、これらの実施例は、本発
明の例示的説明であり、本発明の範囲はこれらの実施例に限定されるものではない。
【００４２】
　実施例１～３：キムチから分離した、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－
ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の菌株、リューコノストック・メセンテロイデス
Ｃｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株、およびラクトバチルス・サケイ
Ｃｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）の菌株の分離と同定
【００４３】
　（１）試料の確保と菌株の分離
【００４４】
　韓国の伝統食品であるキムチを採取し、確保した試料を段階希釈して、３％塩化ナトリ
ウムが添加されたＢＨＩ固体培地（Ｄｉｆｃｏ、ＵＳＡ）に塗抹した後、３７℃の条件で
２４時間培養した。前記試料から優占菌株を分離した。選別されたコロニーは、３回にわ
たって新しい培地に移して培養する方法で純粋分離し、純粋培養した菌を２０％グリセロ
ールが添加された培地に入れて、零下７０℃以下で保存した。
【００４５】
　（２）形態学的、分類学的特性調査
【００４６】
　前記分離した菌株を同定するために、一次的に形態学的、生化学的調査を行った。形態
的な特徴はグラム染色の結果でグラム陽性であった。分類学的特性を分析するために１６
ｓ　ｒＲＮＡ　ｐａｒｔｉａｌ　ｓｅｑｕｅｎｃｉｎｇによる分析を行っており、その結
果、前記分離菌株はリューコノストック・ホルザプフェリイと９９％の相同性を有するこ
とが確認された。
【００４７】
　本発明者らは、新規に分離したリューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－
００３を２０１６年４月１１日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕｒ
ｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２街
－ギル１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１８３０Ｐとして寄託した。
【００４８】
　また、前記キムチ試料と相違するキムチを対象に、前述の方法で培養試料から優占菌株
を分離し、これを形態学的および生化学的調査を行った結果、当該菌株はリューコノスト
ック・メセンテロイデスと９９％の相同性を有することが確認された。
【００４９】
　本発明者らは、新規に分離したリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－
００１の菌株を２０１６年４月６日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔ
ｕｒｅ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－
２街－ギル１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１８２７Ｐとして寄託した。
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【００５０】
　また、前記キムチ試料と相違するキムチを対象に、前述の方法で培養試料から優占菌株
を分離し、これを形態学的におよび生化学的に調査を行った結果、当該菌株は、ラクトバ
チルス・サケイの菌株と９９％の相同性を有することが確認された。
【００５１】
　本発明者らは、新規に分離したラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２の菌株を
２０１６年６月１日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｅｎ
ｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２街－ギル１２
０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１８４１Ｐとして寄託した。
【００５２】
　前記菌株をそれぞれ凍結乾燥して菌株粉末を製造した。
【００５３】
　（３）菌株の培養液の製造
【００５４】
　リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３の培養液を下記の方法で
製造した。
【００５５】
　精製水１００リットルにＤｅｘｔｒｏｓｅ　２ｋｇ、全脂粉乳１．５ｋｇ、酵母抽出液
０．０５ｋｇをそれぞれ添加した後、１２１℃で１５～３０分間高温・高圧滅菌し、３５
℃前後で冷却した後、リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３を無
菌状態で０．２～０．４リットル接種し、３５℃前後で２～３日間培養して、リューコノ
ストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３の培養液を得た。
【００５６】
　リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ
）とラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）についても
、前記培養液の製造方法と同様に行い、各菌株の培養液をそれぞれ実施例１～３から得た
。
【００５７】
　実施例４：リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１
１８３０Ｐ）の菌株の脂肪分解効果
【００５８】
　リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ
）の菌株の脂肪分解効果を検討するために、前記菌株の培養液、２０ｍｌ～１００ｍｌを
豚脂１０００ｃｃにそれぞれ処理した後、３７℃で２４時間振とうした。対照群としてＬ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍの菌株を前述の方法と同様に処理した。
【００５９】
　前記結果は、図１のように示す。
【００６０】
　前記結果から、本発明のリューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３
（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）菌株粉末が濃度に比例して脂肪分解に効果的であり、他の乳酸
菌であるＬａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍに比べて改善効果が有意に高
いことが分かる。
【００６１】
　実施例５：リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１
１８３０Ｐ）の菌株の性機能改善および予防効果
【００６２】
　リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ
）の菌株粉末を、性機能における異常な症状と喫煙の有無別の、４５歳～７０歳の１０人
の男性に、合計３ヶ月間、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌのリューコノストック・
ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の量を一回当たり５０
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１ヶ月おきに、早朝勃起回数、勃起力、勃起持続力などを自己評価してもらった。
【００６３】
　そのうち、服用１ヶ月から３ヶ月の間に、アンケートに応じた人は４人であり、その結
果は下記表１のように示す。
【００６４】
【表１】

【００６５】
　前記結果から、本発明のリューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３
（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の菌株粉末を継続的に服用すると、性機能異常の予防効果があ
り、さらに、性機能障害の治療効果があることが確認された。
【００６６】
　また、血流増加と毛細血管弛緩作用により勃起力の向上に資するＮＯの２４時間の生成
濃度（Ｈａｃａｔ細胞から発生）をさらに評価した。本発明における新規な菌株とＬａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍとの比較テスト（３回繰り返して得られた平
均値）の結果は、図２のように示す。
【００６７】
　実施例６：ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）の
脂肪分解効果
【００６８】
　ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）の菌株の脂肪
分解効果を検討するために、前記菌株の培養液２０ｍｌ～１００ｍｌを、豚脂１０００ｃ
ｃにそれぞれ処理した後、３７℃で２４時間振とうした。対照群としてＬａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍの菌株を前述の方法と同様に処理した。
【００６９】
　前記結果は、表２と図３のように示す。
【００７０】
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【表２】

【００７１】
　前記結果から、本発明のラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１
８４１Ｐ）の菌株粉末が濃度に比例して脂肪分解に効果的であり、他の乳酸菌であるＬａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍに比べて、改善効果が有意に高いことが分
かる。
【００７２】
　実施例７：リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１
１８２７Ｐ）の脂肪分解効果
【００７３】
　リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ
）の菌株の脂肪分解効果を検討するために、前記菌株の培養液２０ｍｌ～１００ｍｌを、
豚脂１０００ｃｃにそれぞれ処理した後、３７℃で２４時間振とうした。対照群としてＬ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍの菌株を前述の方法と同様に処理した。
【００７４】
　前記結果は、表３及び図４のように示す。
【００７５】

【表３】

【００７６】
　前記結果から、本発明のリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１
（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株粉末が濃度に比例して脂肪分解に効果的であり、他の乳
酸菌であるＬａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍに比べて改善効果が有意に
高いことが分かる。
【００７７】
　実施例８：リューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１
１８３０Ｐ）の菌株の脱毛症防止効果
【００７８】
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　実施例１から得られたリューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（
ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の菌株の培養液を、脱毛症の症状がある４０歳～８５歳の男性５
人と女性１人に１ヶ月～４ヶ月の間、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌのリューコノ
ストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の量を一回
当たり５０ｍｌ～１００ｍｌを１日２回、毎日経口投与した。
【００７９】
　前記菌株の投与前と服用１０日後、２０日後および３０日後において、１０日おきに、
１回の頭髪洗浄後の抜け毛の本数を数えた。
【００８０】
　前記実験結果は、下記表４のように示す。
【００８１】
【表４】

【００８２】
　また、本発明における菌株の投与前と投与後の特定時点において、前記男性たちの毛髪
の太さ、量、艶などの写真を撮影しており、その一部の結果を図５～図８のように示す。
【００８３】
　前記結果から、本発明のリューコノストック・ホルザプフェリイＣｅｂ－ｋｃ－００３
（ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ）の菌株が脱毛症防止に効果的であり、また、毛髪の太さと量、
艶を顕著に改善し、脱毛症治療に効果的であることが分かる。
【００８４】
　実施例９：リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１
１８２７Ｐ）の菌株の脱毛症防止効果
【００８５】
　実施例２から得られたリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（
ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株の培養液を脱毛症の症状がある４３歳の女性、６０歳の男
性、４９歳の女性の合計３人に１ヶ月～３ヶ月間、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌ
のリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ
）の菌株の量で、一回当たり５０ｍｌ～１００ｍｌ、１日２回、毎日経口投与した。
【００８６】
　前記菌株の投与前と服用１０日後、２０日後および３０日後において、１０日おきに、
１回の頭髪洗浄後の抜け毛の本数を数えた。
【００８７】
　前記実験結果は、下記表５のように示す。
【００８８】
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【表５】

【００８９】
　また、本発明における菌株の投与前と投与後の特定時点において、前記対象体における
毛髪の太さ、量、艶などの写真を撮影しており、その一部の結果を図９～図１１のように
示す。
【００９０】
　前記結果から、本発明のリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１
（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株が脱毛症防止に効果的であり、また、毛髪の太さと量、
艶を顕著に改善し、脱毛症治療に効果的であることが分かる。
【００９１】
　実施例１０：ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）
の菌株の脱毛症防止効果
【００９２】
　実施例３から得られたラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８
４１Ｐ）の菌株の培養液を脱毛症の症状がある５２歳の男性、４２歳の女性、６０歳の男
性の合計３人に０．８ヶ月～３ヶ月間、１×１０６～１×１０８ＣＦＵ／ｍｌのラクトバ
チルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）の菌株の量で、一回当た
り５０ｍｌ～１００ｍｌを１日２回、毎日経口投与した。
【００９３】
　前記菌株の投与前と服用１０日後、２０日後および２７日後において、１回の頭髪洗浄
後の抜け毛の本数を数えた。
【００９４】
　前記実験結果は、下記表６のように示す。
【００９５】
【表６】
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【００９６】
　また、本発明における菌株の投与前と投与後の特定時点において、前記対象体における
頭皮の改善有無、毛髪の太さ、量、艶などの写真を撮影しており、その一部の結果を図１
２～図１４のように示す。
【００９７】
　前記結果から、本発明のラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１
８４１Ｐ）の菌株が脱毛症防止に効果的であり、また、頭皮の改善、毛髪の太さと量、艶
を顕著に改善し、脱毛症治療に効果的であることが分かる。
【００９８】
　実施例１１：ラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９
１０Ｐ）の菌株の分離と同定
【００９９】
　（１）試料の確保と菌株の分離
【０１００】
　韓国の伝統食品であるチョングッチャンを採取し、確保した試料を段階希釈して、３％
塩化ナトリウムが添加されたＢＨＩ固体培地（Ｄｉｆｃｏ、ＵＳＡ）に塗抹した後、３７
℃の条件で２４時間培養した。前記試料から優占菌株を分離した。選別されたコロニーは
、３回にわたって新しい培地に移して培養する方法で純粋分離し、純粋培養した菌を２０
％グリセロールが添加された培地に入れて零下７０℃以下で保存した。
【０１０１】
　（２）形態学的、分類学的特性調査
【０１０２】
　前記分離した菌株を同定するために、一次的に形態学的、生化学的調査を行った。形態
的な特徴は、グラム染色の結果でグラム陽性であった。分類学的特性を分析するために１
６ｓ　ｒＲＮＡ　ｐａｒｔｉａｌ　ｓｅｑｕｅｎｃｉｎｇによる分析を行っており、その
結果、分離菌株はラクトバチルス・ファーメンタムと９９％の相同性を有することが確認
された。
【０１０３】
　本発明者らは、新規に分離したラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２
を２０１６年１０月７日、韓国微生物保存センター（Ｋｏｒｅａｎ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃ
ｅｎｔｅｒ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ、ソウル市西大門区弘済－２街－ギル
１２０－８６１）に受託番号ＫＣＣＭ１１９１０Ｐとして寄託した。
【０１０４】
　前記菌株を凍結乾燥して菌株粉末を製造した。
【０１０５】
　（３）菌株の培養液の製造
【０１０６】
　ラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の培
養液を、下記の方法で製造した。
【０１０７】
　精製水１００リットルにＤｅｘｔｒｏｓｅ　２ｋｇ、全脂粉乳１．５ｋｇ、酵母抽出液
０．０５ｋｇをそれぞれ添加した後、１２１℃で１５～３０分間高温・高圧滅菌し、３５
℃前後で冷却した後、ラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２を無菌状態
で０．２～０．４リットル接種し、３５℃前後で２～３日間培養してラクトバチルス・フ
ァーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の培養液を得た。
【０１０８】
　実施例１２：ラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９
１０Ｐ）の菌株のコレステロール低下効果
【０１０９】
　ラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌
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株粉末のコレステロール低下効果を検討するために、それぞれ１ｍｇ／ｍｌ～５ｍｇ／ｍ
ｌのラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の
凍結乾燥粉末液、および対照群としてそれぞれ１ｍｇ／ｍｌ～５ｍｇ／ｍｌのＬａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍの粉末液を使用した。
【０１１０】
　＜コレステロール（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）除去能＞
【０１１１】
　本発明に規定するコレステロール（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）除去能は、具体的には、
下記の方法で測定することができる。
【０１１２】
　ＭＲＳ培地３０ｍｌを５０ｍｌ用のファルコン（ｆａｌｃｏｎ）チューブ（ｔｕｂｅ）
に入れて被検菌（グリセロール（ｇｌｙｃｅｒｏｌ）ストック（ｓｔｏｃｋ））を接種（
１×１０７個／ｍｌ）し、３０℃で２４時間培養する。得られた培養液３００μｌをコレ
ステロール（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）培地（３５０ｍｇ／Ｌのコレステロール（ｃｈｏ
ｌｅｓｔｅｒｏｌ）（Ｗａｋｏ　Ｐｕｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、０．２％胆汁酸（ｗ／
ｖ）を含むＭＲＳ培地３０ｍｌに添加する。３７℃で２４時間培養した後、４℃、８，０
００ｒｐｍで１０分間遠心分離（ｃｅｎｔｒｉｆｕｇａｌ　ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ）を行
い、上澄み液中のコレステロール濃度（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ　ｌｅｖｅｌ）をＤｅｔ
ｅｒｍｉｎｅｒ　ＦＣ（Ｋｙｏｗａ　Ｍｅｄｅｘ　Ｃｏ．、Ｌｔｄ．）を用いて測定する
。培地中に含まれた初期コレステロール量（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）に対して、培地か
ら除去されたコレステロールの量（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）の割合（％）を算出する。
【０１１３】
　その結果は、図１９および表７のように示す。これは３回処理を繰り返して得られた平
均値を表す。
【０１１４】
【表７】

【０１１５】
　実施例１３：リューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ
１１８２７Ｐ）の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣ
Ｍ１１９１０Ｐ）の菌株の併用による脱毛症防止効果
【０１１６】
　実施例２から得られたリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（
ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株の培養液と実施例１１から得られたラクトバチルス・ファ
ーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株の培養液を、脱毛症の
症状がある５６歳の男性、５５歳の男性の合計２人に１ヶ月～３ヶ月間、０．５×１０６

～０．５×１０８ＣＦＵ／ｍｌのリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－
００１（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株と、０．５×１０６～０．５×１０８ＣＦＵ／ｍ
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ｌのラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の
菌株を、１回当たり二つの菌株を合わせた全体容積が５０ｍｌ～１００ｍｌになるように
して、１日２回、毎日経口投与した。
【０１１７】
　前記菌株の投与前と服用１０日後、２０日後および４０日後において、１回の頭髪洗浄
後の抜け毛の本数を数えた。
【０１１８】
　前記実験結果は、下記表８のように示す。
【０１１９】
【表８】

【０１２０】
　また、本発明における菌株の投与前と投与後の特定時点において、前記対象体における
毛髪の太さ、量、艶などの写真を撮影しており、その一部の結果を図１５～図１６に示す
。
【０１２１】
　前記結果から、本発明のリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１
（ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ）の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００
２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株を併用して服用すると、脱毛症防止に特に効果的であ
り、これはリューコノストック・メセンテロイデスＣｅｂ－ｋｃ－００１（ＫＣＣＭ１１
８２７Ｐ）の菌株を単独投与したときより、毛髪の太さや量、艶を顕著に改善する治療効
果があることが分かる。
【０１２２】
　実施例１４：ラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ）
の菌株とラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ
）の菌株の併用による脱毛症防止効果
【０１２３】
　実施例３から得られたラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８
４１Ｐ）の菌株の培養液と実施例９から得られたラクトバチルス・ファーメンタムＣｅｂ
－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株の培養液を、脱毛症の症状がある２８歳
の男性と５４歳の男性の合計２人に、１ヶ月～３ヶ月間、０．５×１０６～０．５×１０
８ＣＦＵ／ｍｌのラクトバチルス・サケイＣｅｂ－ｋｃ－００２（ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ
）の菌株と、０．５×１０６～０．５×１０８ＣＦＵ／ｍｌのラクトバチルス・ファーメ
ンタムＣｅｂ－ｃｈ－００２（ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ）の菌株を、１回当たり二つの菌株
を合わせた全体容積が５０ｍｌ～１００ｍｌになるようにして、１日２回、毎日経口投与
した。
【０１２４】
　前記菌株の投与前と服用１０日後、２０日後および４０日後において、１回の頭髪洗浄
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【０１２５】
　前記実験結果は、下記表９のように示す。
【０１２６】
【表９】

【０１２７】
　また、本発明における菌株の投与前と投与後の特定時点において、前記対象体における
毛髪の太さ、量、艶などの写真を撮影しており、その一部の結果を図１７～図１８のよう
に示す。
【受託番号】
【０１２８】
　寄託機関名：韓国微生物保存センター（国外）
　受託番号：ＫＣＣＭ１１８３０Ｐ
　受託日：２０１６０４１１
【０１２９】
　寄託機関名：韓国微生物保存センター（国外）
　受託番号：ＫＣＣＭ１１８２７Ｐ
　受託日：２０１６０４０６
【０１３０】
　寄託機関名：韓国微生物保存センター（国外）
　受託番号：ＫＣＣＭ１１８４１Ｐ
　受託日：２０１６０６０１
【０１３１】
　寄託機関名：韓国微生物保存センター（国外）
　受託番号：ＫＣＣＭ１１９１１Ｐ
　受託日：２０１６１００７
【０１３２】
　寄託機関名：韓国微生物保存センター（国外）
　受託番号：ＫＣＣＭ１１９０９Ｐ
　受託日：２０１６１００７
【０１３３】
　寄託機関名：韓国微生物保存センター（国外）
　受託番号：ＫＣＣＭ１１９１０Ｐ
　受託日：２０１６１００７
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